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がん専門医等に 係る前回における 主な論点、 



がん専門医等に 係る前回における 主な論点、 

1 . 

2. 

がん治療領域における 専門医制度について 

・化学療法の 専門家が少ない ( 認定の遅れ等 ) 

づ がん治療領域における 専門 E の育成が必要ではないか 等 

がん専門医の 育成について 

・国立がんセンタ 一では、 レジデント、 専門修練 医 制度等により 人材育成が行われている   

・地域がん診療拠点病院であ る四国がんセンタ 一では研修制度を 設け育成が行われているが 課題もあ る 

づ 国立がんセンタ 一等における 研修制度の修了者が 全国でがん診療に 携わることが 望ましい 

づ人材育成にはがん 専門医療機関の 間での人材交流が 重要であ り、 研修に出すための 仕組みが必要等 

3.  がん医療を支える 専門家について 

・病理の専門家が 少ない づ 病理の専門家の 育成及び 均 てん化等 

・がん看護の 専門家が少ない づ がん看護の専門家になるための 支援等 

・放射線治療の 専門家が少ない づ 放射線治療の 専門家の育成及び 均 てん化等 
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報告書起草委員会メンバー ( 案   
    



「がん医療水準的てん 化の推進に関する 検討会」報告書起草委員会メンバー ( 案 ) 

氏 名 所 属 機 関   役 職 

  後 Ⅰ 一 """ ニコ -" 一   九州大学大学院助教授   
O 垣添 忠生 国立がんセンター 総長 

嶋 高 威 光 ( 独 ) 国立病院機構四国がんセンタ 一 院長 

十村 ，生 
/ Ⅰ 鹿児島県保健福祉部 部長 

津熊 秀明 大阪府立成人病センター 調査部調査課長 

  野村 和腔   国立がんセンタ 一中央病院病院長 

0 : 座長 (5 0 音順、 敬称略 ) 



がん専門 E 僚 機関の役割分担の ィヌ ー 以案 ) 

国立がんセンター 

都道府県がん 拠点 

2 [ 田 田田 

3. 教育・研修 

4. 臨床試験 第 1/  Ⅱ 験 ) 
5. 院内がん 実施 

  

1. 我が こ多いがんの 標準的治療に 
2. 集 治療の提供 
3 に 対する教育， の 実施 

Ⅱ 相 試験 ) 

二次医療 田に 1 ケ 斯程度 

    

2. 地域の医療機関からの ㌔ 紹介患者の受け 、 入れ及び 医療の提供 
3. 地域のがん医療従事者に 対する教育・ 研修の実施 
4 [ 田 田 Ⅱ 相 試験 ) 




